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李 漢 正「韓国における「私小説」の認知と翻訳」 
（「日本語文学」第３４輯、韓国日本語文学会、２００７．９） 
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2006（平成 18）年度～2007（平成 19）年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）） 
研究成果報告書《内容一覧》 
                                            (頁) 
序                                      勝又浩  1 
 
１、アジアにおける「私小説」――認識・実作・研究―― 
中国、韓国における「私小説」認識              彭丹・姜宇源庸・梅澤亜由美  3 
台湾における「私小説」認識――中・韓・台アンケート結果とあわせて――   梅澤亜由美 13  
日・中「私小説」に関する緒論――「私」概念の差異問題を中心に――          魏大海 18 
韓国における「私小説」の認知と翻訳                         李漢正 32 
韓国の私小説――解放後の道程――                         姜宇源庸 43 
 
２、言語比較から見る「私小説」 
日中「私小説」言語比較――『城の崎にて』を基点に――                 楊偉 53 
日韓言語比較から見る「私小説」――志賀直哉『城の崎にて』を視座として―― 梅澤亜由美 78 
 
３、アジアの〈私〉表現 
魯迅の自我小説における「私」                           彭丹 103 
中国の「個人化写作」――「告白」という手法を中心として――           丁妮娅 105 
「衛慧私小説」の「私」表現――衛慧『上海ベイビー』――             大西望 107 
安懷南の『香り』『故郷』――私小説と身辺小説のあいだ――            安英姫 109 
〈私〉表現の夜明け前――楊逵「新聞配達夫」を視座として――          渡辺賢治 115 
「皇民」としての狂信的な自己証明――陳火泉『道』における面従腹背の精神―― 齋藤秀昭 117 
台湾に生まれた者の苦悩――邱永漢「濁水溪」の場合――             山中秀樹 119 
李昂『自伝の小説』について                          山根知子 121 
「私」はナショナリズムを超えられるか――「台湾文学」をめぐって――       李文茹 123 
シンガポールの自伝                            松下奈津美 131 
 
４、言葉・文化・社会と「私小説」 
インタビュー 記憶と疎通                            申京淑 133 
ことばと遠近法                                 楊天曦 146 
「私小説」というイデオロギー                         尹相仁 151 
アジアのなかの私小説                              勝又浩 158 
 
５、翻訳資料・海外における「私小説」研究書 
魏大海『私小説――２０世紀日本文学の「神話」――』              金子わこ訳 163 
安英姫『日本の私小説』                          梅澤亜由美訳 316 
エドワード・ファウラー『告白のレトリック―２０世紀初期の日本の私小説』 
序論 私小説における現象と表象                        伊藤博訳 354 
 

































































































































































⑤ 芥川龍之介「河童」１   
⑥ 遠藤周作「男と九官鳥」１  
⑦ 妊娠日暦 １（小川洋子「妊娠カレンダー」――執筆者注） 
⑧ 尾崎一雄「虫のいろいろ」１  












③ 魯迅「狂人日記」２「故郷」１  
④ 衛慧「上海ベイビー」２ （二一世紀の若い世代の女流作家、新生代の若手作家）  
⑤ 陳染「私人生活」２ 



































































































































































































































質問項目 回答 人数 割合 人数 割合 人数 割合
（質問1） 有 31 41.89% 10 33.33% 41 39.42%
日本へ留学したことがありますか 無 43 58.11% 20 66.67% 63 60.58%
小計（人） 74 30 104
（質問2） よく知っている 18 24.32% 4 13.33% 22 21.15%
日本の私小説を知っていますか 聞いた事がある 43 58.11% 25 83.33% 68 65.38%
全く知らない 13 17.57% 1 3.33% 14 13.46%
小計（人） 74 30 104





6 8.11% 11 36.67% 17 16.35%
無 28 37.84% 6 20.00% 34 32.69%
小計（人） 74 30 104
（質問４） 学校の授業 37 50.00% 16 47.06% 53 49.07%
文学研究書・文学批評 14 18.92% 15 44.12% 29 26.85%
私小説を知るきっかけ 小説などの作品 17 22.97% 2 5.88% 19 17.59%
その他 6 8.11% 1 2.94% 7 6.48%
小計（人） 74 34 108
（質問5） 興味深い・おもしろい 23 57.50% 14 46.67% 37 52.86%
面白くない 5 12.50% 3 10.00% 8 11.43%
作品の印象はどうでしたか 何の感興もない　（空欄含む） 8 20.00% 0 0.00% 8 11.43%
その他 4 10.00% 13 43.33% 17 24.29%
小計（人） 40 30 70
（質問6） 有 20 50.00% 0 20 50.00%
私小説の存在する意義、また価値
について、どう思いますか 無 1 2.50% 0 1 2.50%
わからない（空欄含む） 19 47.50% 0 19 47.50%
小計（人） 40 0 40




無 3 7.50% 3 10.00% 6 8.57%
わからない（空欄含む） 14 35.00% 19 63.33% 33 47.14%
小計（人） 40 30 70
（質問8） 書かれる 12 30.00% 6 20.00% 18 25.71%
将来私小説のような作品が書かれ
ると思いますか 書かれない 5 12.50% 2 6.67% 7 10.00%
わからない（空欄含む） 23 57.50% 22 73.33% 45 64.29%





















































































































































































    合計 
小計 8 89 48     145 
  5.52% 61.38% 33.10% 0.00% 0.00% 100.00% 
情報のきっか
け 
学校の授業 文学研究書 文学批評 
小説など
の作品
その他   
小計 82 1 1 18 3 105 











ない     合計 
小計 14 28 90     132 
  10.61% 21.21% 68.18% 0.00% 0.00% 100.00% 
       








    合計 
小計   10 74     84 
  0.00% 11.90% 88.10% 0.00% 0.00% 100.00% 
情報のきっか
け 
学校の授業 文学研究書 文学批評 
小説など
の作品
その他   
小計 6     8 4 18 











ない     合計 
小計 2 11 58     71 






































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                  
的〔制度〕からの最初の脱走者、反抗者は、やはり小説ジャンルとも言いうる」。 
１７ バンジャマン・コンスタン（Benjamin Constant de Rebecque）、フランス作家政治家、心理小説『ア
ドルフ』など。（1767－1830） 





















































































































































































































































































































































야마노테선 전차에 치여 부상을 당한 후, 요양삼아 혼자 다지마의 기노사키 
온천으로 향했다. (중략) (A)머리는 아직도 뭔가 선명치 않았고 건망증도 
심해졌다. (중략)(B)이곳에서는 나 혼자 뿐 이야기 상대는 아무도 없었다. 책을 
읽거나 글을 쓴다든가, 멍청히 방 앞 의자에 앉아 산을 둘러보거나 큰길을 
내다본다든가 하지 않으면 산책을 하면서 지내는 것이 고작이었다. (중략)나는 











































지금 나 자신에게 저 쥐와 같은 일이 벌어졌다면 어떻게 했을까? 나 역시 
쥐와 마찬가지고 필사의 노력을 기울이지 않았겠는가. 내 부상의 경우도 그 
쥐와 다를 바가 전혀 없었다. 나는 할 수 있는 한 모든 것을 하려고 했다. 나는 











































































７ 小林秀雄「私小説論」『新訂 小林秀雄全集』第三巻、新潮社、1978、p．122 








































































































































































































































































































































































５ ソヨンイン「朴景利初期短編研究」『語文学』第66号、1999年2月、韓国語文学会 p.264 
６ 尹炳魯「落ち着いていく私小説」『現代文学』1966年2月 p.138 
７ 金宇鐘「私小説の方法論」『現代文学』1966年3月 p.233 
８ 鄭奉来「私小説と作家の関係」『文学の自由』1967年7月、ヒャンブンシャ p.117 
９ 申東漢「私小説4篇」『韓国文学』1976年11月 p.299、300 
１０ 河瑾燦「私小説類の三作品」『韓国文学』1980年1月 p.218 
１１ 『現代小説』1989年11月創刊、1992年秋号（第12号）で休刊。季刊誌。 
１２ 安藤宏『自意識の昭和文学』1994年3月、至文堂 p.35 
１３ 金允植「自伝的私小説形式の創出」『韓国文学』1991年1月 p.161~162 



































































   例１：〔原文〕山の手線の電車に跳飛ばされて怪我をした、 


























     →(訳文)夕方、食事前にいつもこの路を散歩したりしている。 
   例 40、〔原文〕植込みの八つ手の花が丁度咲きかけで蜂はそれに群がってゐた。 
     →〔訳文〕庭に植えてある八つ手の花がちょうど咲きかけで、蜂の群れがその
上にかたまっている。 
   例 142、〔原文〕向う側の斜めに水から出てゐる半畳敷程の石に黒い小さいものがゐ
た。 


















 例 2、〔原文〕(前略)そんなことはないと医者に云はれた。 
 54
  →〔訳文〕(前略)そんなことはないと医者は私に云ってくれた。 





 例 2、〔原文〕(前略)そんなことはあるまいと医者に云はれた。 
  →〔訳文〕(前略)そんなことはないと医者は私に云ってくれた。 
 例 26、〔原文〕しかし、それが本統に何時かしれないやうな気がして来た。 
  →〔訳文〕しかし、いまは（それは）本当に遠い何時かのことではないと思う
ようになった。 
 例 36、〔原文〕(前略)朝から暮近くまで毎日忙しさうに働いてゐた。 







     →〔訳文〕 外界にそれを動かす次の変化が起こるまで、死体はずっとそこにあ
る（に違いない）。 
    例 188、〔原文〕自分はそれに対して感謝しなければ済まぬやうな気もした。 
     →〔訳文〕これに対して、私は感謝すべきだと思った。 
    例 191、〔原文〕（前略）それ程に差はないやうな気がした。 








  →〔訳文〕(前略)今迄はこんなことを思うと、（後略）  
例 65、〔原文〕それは范の気持を主にして書いたが、（後略） 








     →〔訳文〕これに対して、私は感謝すべきだと思った。 
    例 196、〔原文〕それが一層さういふ気分に自分を誘つて行つた。 
     →〔訳文〕これが私を一層こういう気分に誘っていった。 
    例 197、〔原文〕三週間ゐて、自分は此処を去った。 
     →〔訳文〕三週間泊まってから、私はここを去った。 
◆ 2、分かりやすくなるよう、指示代名詞の内容を補っている。 
例 23、〔原文〕それは淋しいが、それ程に自分を恐怖させない考だった。 
  →〔訳文〕淋しいが、こう考えるのはそんなに自分を怖くさせなかった。 
例 48、〔原文〕それは三日程その儘になってゐた。 







     →〔訳文〕そして、致命的だと言ってくれたとしても、自分は助かると考え、
何らかの努力をしただろうと私は思う。 






    例 11，12〔原文〕散歩する所は町から小さい流れについて少しづつ登りになつた
路にいい所があつた。山の裾を廻つてゐるあたりの小さな潭になつた所に山女
が沢山集まつてゐる。 
      →〔訳文〕散歩する場所は、町から小さい川に沿ってだんだん登っていく途
中に一つの良い所があり、山すそを回っているまわりにできた小さい淵に、淡
水マスがたくさん集まっている。 
    例 27、〔原文〕自分は死ぬはずだったのを助かった、何かが自分を殺さなかった、
自分には仕なければならない仕事があるのだ、（後略） 

















    例 130，131、132、〔原文〕自分は不思議に思った。多少怖い気もした。然し好奇
心もあった。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本語テキスト『志賀直哉全集』第3巻（1999（平成11）年 岩波書店）、韓国語テキスト『日本代表短篇選1』（1996（平成8）年 고려원（コリョウォン）） 










































야마노테선 전차에 치여 부상을 당한 후, 요양삼아 
혼자 다지마의 기노사키 온천으로 향했다. 
 
등의 상처가 척추 카리에스（만성 골염으로 뼈가 
썩어 파괴되는 질환）로 발전하면 치명적인 경우도 
있지만 그런 일은 아마 없을 거라는 의사의 진단이 
있었다. 
 
2, 3 년 안에 그런 증상이 나타나지 않으면 그후엔 
그리 걱정하지 않아도 되지만 아무튼 조심하는 게 
제일이라고 하여 이곳으로 온 것이다. 
 
























머리는 아직도 뭔가 선명치 않았고 건망증도 
심해졌다. 
 
그렇지만 컨디션은 훨씬 나아져 마음도 차분해졌다. 
 
 














이곳에는 나 혼자뿐 이야기 상대는 아무도 없었다. 
 
책을 읽거나 글을 쓴다든가, 멍청히 방 앞 의자에 

























































































않으면 산책을 하면서 지내는 것이 고작이었다. 
 
마을에서 작은 냇가를 따라 조금 올라가면 
산책하기에 좋은 장소가 있었다. 
 
산허리를 빙 돌아가는 부근에 자근 연못이 있는데, 
그곳에는 크고 작은 송어들이 가득 모여 있었다. 
 
 
자세히 들여다보면 돌멩이처럼 웅크리고 있는 다리에 
털이 난 큰 민물 게도 볼 수 있다. 
 
 
져녁 식사 전에 자주 이 길을 걷곤 했다. 
 
제법 쌀쌀한 져녁 무렵 황량한 가을산의 골짜기를 





그러나 침착하고 유쾌한 기분도 들었다. 
 
나는 자주 부상에 대해 생각했다. 
 
하마터면 지금쯤 청산의 땅 밑에 똑바로 누운 채 
잠들어 있을 뻔했다. 
 

























































































상처를 그대로 간직한 채. 
 
할아버지와 어머니 시신이 옆에 있다. 
 
그들과 아무런 교섭도 없이…… 이런 일들이 
떠올랐다. 
 
그런 걸 생각하면 쓸쓸하긴 했지만 그다지 
공포스럽지는 않았다. 
 
언젠가는 그렇게 되겠지. 
 
그것이 언제일까？ 〈지금까지는 나의 죽음을 생각할 
때 그〈언젠가〉를 알지 못한 채 그저 먼 훗날의 
일로만 생각해 왔다.  
 
그렇지만 지금은 정말 그날이 언젠가 될지 모르게 
되어 버렸다.  
 
나는 죽을 뻔했다가 살아났다. 무언가가 나를 죽이지 
않았다. 나에게는 마무리해야 할 일이 있는 
것이다.〉중학교 때 배웠던《로드 크라이뵈》라는 
책에 크라이뵈가 이렇게 생각한 것으로 인해 
격려받은 일이 씌어 있었다. 
 
사실 나도 그런 식으로 위태로운 사건에 직면해 보고 
싶었다. 
 




















그렇지만 이상하게도 내 마음은 착 가라앉아 버렸다. 
 
 







































































이충에 있는 내 방은 옆방에 사람이 없어 의외로 
조용했다. 
 
나는 읽고 쓰기에 지치면 곧잘 툇마루의 의자에 나와 
앉아 있곤 했다. 
 
옆은 현관 지붕으로 그 지붕과 집이 이어지는 곳에 
판자를 가지런히 댔다. 
 
벌집은 바로 이 판자 사이에 있는 것 같았다. 
 
날씨만 좋으면 크고 통통한 호랑이 줄무늬 벌이 
나타나 아침부터 해질 무렵까지 매일 바삐 움직였다. 
 
벌은 판자와 판자 사이를 빠져 나오자마자 맨 먼저 
현관의 지붕으로 내려간다. 
 
지붕에서 날개와 촉각을 앞뒷발로 정성껏 가다듬고는 
몇 발자국 걸어 다니는 놈도 있지만, 대부분은 
곧바로 가늘고 긴 날개를 양쪽으로 꼿꼿이 펴고 붕 
하고 날아오른다. 
 




















그리고는 팔손이꽃이 막 피기 시작한 뜰에 떼지어 
앉는 것이다. 
 







































































어느 날 아침, 나는 현관 지붕 위에 죽어 있는 벌 한 
마리를 발견했다.  
 
발을 배 아래에 바싹 붙이고 촉각은 꼴사납게 얼굴에 
늘어뜨리고 있었다. 
 
다른 벌들은 한결같이 냉담하여 벌집으로 윙윙 
드나들기에 바쁠 뿐, 그 옆을 기어 다니면서도 죽은 
벌에게는 전혀 신경 쓰는 것 같지 않았다. 
 
바삐 움직이고 있는 벌들은 참으로 살아 있는 
것이라는 느낌이 들었다. 
 
그 옆에 한 마리, 볼 때마다 여전히 움직임을 그친 채 
고개를 숙이고 쓰러져 있으니 그것은 참으로〈죽은 
것〉이라는 느낌이 들었다. 
 
 
그 벌은 사흘 정도 그대로 방치되어 었었다. 
 























다른 벌들이 모두 벌집으로 들어가 버린 저녁나절, 
차디찬 기왓장 위에 홀로 남겨진 사체를 보는 것은 
허무했다. 
 






































































밤새도록 비가 퍼부어댔다. 
 
그러나 아침에는 맑게 개어 나뭇입이며 지붕이며 땅 
위의 모든 것이 말끔해졌다. 
 
벌의 시체는 이제 그어디에도 없었다. 
 
지금도 벌집의 벌들은 활기차게 움직이고 있지만 
죽은 벌은 홈통을 따라 지면으로 홀러내려 갔을 
것이다. 
 
발은 오므리고 촉각을 얼굴에 바싹 붙인 채, 아마 




바깥 세계에서 그것을 움직이게 하는 변화가 일어날 
때까지 시체는 꼼짝 않고 그곳에 있겠지. 
 
그렇지 않으면 개미에게 끌려가든지. 
 


















































바쁘게 윙윙 날아다니던 벌이 전혀 움직이지 않고 
있으니 조용한 것이다. 
 
나는 그 적막함이 친밀하게 느껴졌다. 
 
조금 전에〈범（范）의 범죄〉라는 단편 소설을 
썼다. 
 
범이라는 중국인이 결혼 전에 사귀었던 아내의 남자 
친구에 대한 질투 때문에, 그리고 자신의 생리적인 
압박을 견디지 못하고 아내를 죽인다는 줄거리다. 
 
 
그 글은 범의 심리 상태를 중심으로 썼지만, 지금은 
그의 아내의 심리 상태를 중심으로, 결국에는 
남편에게 살해되어 무덤 속에 묻히는 그 적막함을 


























〈살해된 범의 아내〉를 써보려 했지만 결국에는 




그래도 이전부터 쓰고 있던 장편 소설 주인공의 








벌의 시체가 떠내려가 나의 시야에서 사라진 지 며칠 


























































































어느 날 오후, 마루야마 강에서 흘러 나온 일본해가 




이치노유 앞에 있는 작은 시내는 신작로의 
한가운데를 완만히 흘러 마루야마 강으로 들어간다. 
 
가다 보니 다리인지 기슭인지에 사람들이 모여 서서 
강물을 쳐다보며 떠들고 있었다. 
 
사람들은 커다란 쥐를 강물에 던져 놓고 구경하고 
았었던 것이다. 
 
쥐는 필사적으로 헤엄져 도망가려고 기를 썼다. 
 
쥐의 목 부분에는 21 센티미터 정도의 낚싯바늘이 
관통하여 머리 위와 목 아래로 각각 9 센티쯤 삐죽 
튀어나와 있었다. 
 
쥐는 돌난간 쪽으로 기어오르려고 했다. 
 
아이들 서너 명과 40 세 정도 돼 보이는 인력거꾼 
하나가 거기에다 돌팔매질을 해댔다. 
 



























































































구경하던 사람들이 한바탕 크게 웃었다. 
 
쥐는 돌난간 사이로 잠시 앞발을 걸쳤다. 
 
그러나 기어오르려고 하면 곧 낚싯바늘에 찔려 
또다시 물 속으로 빠져 버렸다. 
 
쥐는 어떻게 해서는 살려고 발버둥치고 있었다. 
 
 
인간이 쥐의 표정을 알 순 없지만 동작으로 보아 
얼마나 필사적인지 충분히 알 수 있었다. 
 
쥐는 어디론가 도망치면 살 수 있다고 생각했는지 긴 
바늘을 꽂은 채 다시 강 한가운데로 헤엄쳐 갔다. 
 
 
아이들과 인력거꾼은 한층 신이 나서 돌을 던져댔다. 
 
그 옆에서 모이를 쪼고 있던 집오리 두세 마리가 
갑자기 날아든 돌에 놀라 목을 빼며 꽥꽥 울어댔다. 
 
 
돌이 풍덩풍덩 수면 위로 날아들었다. 
 
집오리들은 질겁을 하며 목을 길게 뺀 채 서둘러 
발을 움직이더니 상류 쪽으로 가버렀다. 
 


























































































하지만 분명히 죽을 운명을 짊어지고 있으면서도 
전력을 다해 도망쳐 보려고 하는 쥐의 모습이 
이상하게 머리에서 지워지지 않았다. 
 




내가 원하는 적막함 앞에 저토록 괴로운 일이 있다는 
것은 무서운 일이다. 
 
사후의 적막함에 친숙함을 갖고 있다고는 해도, 
죽음에 이르기까지의 저런 소동은 무서운 것이라는 
생각이 들었다. 
 
자살이란 걸 모르는 동물들은 결국 숨이 끊어질 
때까지 저런 노력을 계속해야 한다. 
 
지금 나 자신에게 저 쥐와 같은 일이 벌어졌다면 
어떻게 했을까？ 
 
나 역시 쥐와 마찬가지로 필사의 노력을 기울이지 
않았겠는가. 
 
내 부상의 경우도 그 쥐와 다를 바가 전혀 없었다. 
 
 


























































































나는 스스로 병원을 지정해서 거기로 가는 길까지 
알려 주었다. 
 
만약 의사가 부재중이라 가자마자 수술을 받을 
준비가 되어 있지 않으면 곤란하다고 생각해 먼저 
전화를 걸어 두라는 부탁까지 했다. 
 
반쯤 의식을 잃은 상태에서 가장 중요하다고 
생각하는 것만큼은 용케도 지력을 움직였다는 것이 
후에 내가 생각해 봐도 참으로 신기했다. 
 
게다가 그 상처가 치명적인지 어떤지도 나의 
문제였다. 
 
그러나 치명적인지 그렇지 않은지를 문제삼으면서도 
거의 죽음의 공포에 휩싸이지 않았다는 것도 
신기했다. 
 
「치명적이래？ 어떻대？ 의시는 뭐라고 했지？」 
 
 
옆에 있던 친구에게 이렇게 물었다. 
 
 




























































































이 말을 듣자마자 나는 갑자기 기운이 솟구쳤다. 
 
너무나 훙분하여 금세 기분이 유쾌해졌다. 
 
만약 치명적인 상태라는 말을 들었다면 과연 어떻게 
됐을까？ 
 
도저히 상상할 수가 없었다. 
 
아마 난처해했을 것이다. 
 
그러나 평상시 생각한 만큼 죽음의 공포가 엄습해 
오지는 않았던 것 같다. 
 
설사 치명적인 상태란 말을 들었어도 나는 살 수 
있을 거라고 생각했을 것이며 무언가 노력을 했을 
거라는 기분이 든다. 
 
그것은 물에 빠져 바둥거리던 쥐의 모습과 그리 다를 
바가 없다. 
 
그런데 또다시 그 죽음이 나를 덮쳐 온다면 어떻게 
될까 하는 생각에 잠겨 보지만 아마 지금과 별반 
다를 게 없을 것 같았다. 바라는 바는 확실히 곧바로 
현실에 영향을 미치지는 않는다. 그러나 죽음의 
그늘이 내 삶에 어떠한 영향을 끼친다면 그것으로 

























































































그런 일이 있고 나서 얼마쯤 지난 어느 날 저녁나절, 
여느 때처럼 혼자 시냇가를 따라 위쪽으로 걷고 
있었다. 
 
산음선（山陰線）터널 앞 선로를 넘자 노폭이 
좁아지더니 길도 급경사로 치닫고 물살도 거칠고 
인가도 전혀 보이지 않았다.  
 
슬슬 돌아가야지 하면서도 저쪽 보이는 
곳까지만이라도 가볼까 하는 생각에 조금씩 조금씩 
발길을 내디뎠던 것이다. 
 
그 주위의 모든 것은 창백한 빛을 띠고 있었고, 
피부에 와 닿는 공기마저 냉랭했다. 왠지 모르게 이 
고요함이 오히려 나를 더욱 들뜨게 만들었다. 
 
 
길가에는 키 큰 뽕나무 한 그루가 서 있었는데, 길 
건너편까지 뻗은 나뭇가지엔 하나 남은 잎사귀만 
팔랑 팔랑 똑같은 리듬으로 움직이고 있었다. 
 
바람도 없는 공기의 흐름에서 다른 모든 것은 정적 












































다소 무섭기도 했지만 호기심이 더 발동했다. 
 
 
나무 아래에까지 가서 잠시 그 잎을 올려다보았다. 
 
그때 바람이 불어왔다. 
 






















































서서히 옅은 어둠이 깔리기 시작했다. 
 
가도 가도 앞에는 모퉁이가 있었다. 
 
이제 이쯤에서 돌아가자 하며 무심코 곁에 흐르는 
물줄기를 들여다보았다.  
 
건너편에 물 밖으로 비스듬히 나와 있는 다다미 반첩 




물기에 젖은 몸이 예쁜 빛을 띠고 있었다. 
 



























































































몸에서 떨어져 내린 물방울이 까맣게 마른 돌 위로 
굴러 떨어졌다. 
 
나는 웅크리고 앉아 그 모습을 지켜보았다. 
 
그 도롱뇽이 싫지 않았다. 
 
평소에도 도마뱀은 다소 좋아하지만, 수궁（守宮, 
도마뱀의 한 종류）은 파충류 중에서도 제일 
싫어했다. 
 
도롱뇽은 특별히 좋아하지도 싫어하지도 않았다. 
 
10 년쯤 전에 아시 호수에서 하수구가 흘러 나오는 
곳에 도롱뇽이 모여 있는 것을 보고 내가 
도롱뇽이었다면 정말이지 견딜 수 없었을 거라는 
생각을 하곤 했다. 
 
내가 만약 도롱뇽으로 다시 태어난다면 어쩌나 하는 
생각도 했었다. 
 
그 무렵 도롱뇽을 보면 그 생각이 떠올라 왠지 
도롱뇽을 보기가 싫었다. 
 
하지만 이제는 더 이상 그런 생각은 하지 않게 
되었다. 
 

























































































도망치게 하고 싶었다. 
 
서툰 몸짓으로 굼실굼실 도망치는 모습을 상상해 
본다. 
 
나는 웅크리고 앉은 채, 옆에 있던 작은 공만한 돌을 
집어 도롱뇽에게 던졌다. 
 
애초에 도롱뇽을 맞힐 생각은 없었다. 
 
그럴 마음이 있었다 한들 겨냥해 맞히는 데에 서툰 
내가 그것을 맞힐 리가 만무했기 때문이다. 
 
 
퐁당 하며 돌은 물 속으로 떨어졌다. 
 
그 소리와 동시에 도롱뇽은 12 센티미터 정도 튀어 
오르는 것 같았다. 
 
도롱뇽은 꼬리 끝을 젖힌 채 높이 떴다. 
 
나는 순간 어떻게 된 일인가 가만히 지켜보고 
있었다. 
 
처음에는 도롱뇽이 돌에 맞았다고는 생각지도 
못했다. 
 



























































































사지를 뻗는 것처럼 하며 비스듬히 버티더니, 앞을 
받치고 있던 양 발가락을 안쪽으로 당기고는 이내 
힘없이 앞으로 쪽 뻗어 버리고 마는 것이다. 
 
꼬리는 완전히 돌에 대고 있었다. 
 
그리고는 더 이상 움직이지 않았다. 
 
도롱뇽은 죽어 버린 것이다. 
 
참으로 어처구니 없는 짓을 저질렀다. 
 
간혹 벌레를 죽여 본 적은 있었지만, 전혀 죽일 
마음이 없었는데 결과적으로 죽게 만든 자신에게 
묘한 증오감이 솟구쳤다. 
 
애당초 내가 저지른 일이긴 하지만 정말이지 
우연이였다. 
 
도롱뇽에게는 불의의 죽음이었다. 
 
나는 잠시 그곳에 우두커니 서 있었다. 
 
도롱뇽과 나 둘만 있는 것 같은 기분이 들고, 마치 
내가 도롱뇽이 된 듯한 느낌이 들었다. 
 



























































































나는 우연히 죽지 않았다. 
 
도롱뇽은 우연히 목숨을 잃은 것이다. 
 
알 수 없는 허무감이 밀려와 잠시 후 발 밑에 보이는 
길을 따라 온천 숙소로 향했다. 
 
저 멀리 변두리의 불빛이 보이기 시작했다. 
 
죽은 벌은 어떻게 되었을까？ 
 
그후에 내린 비로 이제는 땅속에 묻혀 버렸을 것이다. 
 
 
그 쥐는 어떻게 됐을까？ 
 
바다로 떠내려가 퉁퉁 불은 사체가 되어 해안 어느 
곳의 쓰레기들과 함께 치워지겠지. 
 
 




























































그렇지만 사실 기쁜 마음이 들지 않았다. 
 
살아 있다는 것과 죽어 버렸다는 것, 그것은 양극이 
아니다.  
 




시각（視覚）은 먼 불빛을 감지할 따름이었다. 
 
발을 내디디는 감각도 시각을 떠나 참으로 
불확실했다. 
 
단지 머리 속의 생각만 제멋대로 움직였다. 
 

















3 주일 머물다가 그곳을 떠나 왔다. 
 
그로부터 벌써 3 년이 지났다. 
 
나는 척추 카리에스에 걸리는 것만큼은 구제받았다. 
 
＊テキストは最初にしめした通りであるが、ルビは省略している。  ＊比較表内を横に区切る  は段落を示す。 
＊左の番号は文章番号を示す。韓国語訳で二文が一文にされている場合、5,6のように示している。  ＊［  ］内は、日本語らしい表現に直した場合を示す。 
※下線類は次の意味を表す。 
１、再和訳において主語・〈自分〉が省略されているもの    ２、原文で〈思つた〉〈気がする〉などの表現    ３、２以外で知覚や心情表現が異なるもの   







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  ②「決戦期台湾の作家と皇民文学——苦悶する魂の歴程——」（『岩波講座 近代日本と植民地 ６』
（1993 年５月、岩波書店）所収） 
  ③『「同化」の同床異夢 日本統治下台湾の国語教育史再考』（2001 年２月、三元社） 
  ④「「大東亜共栄圏」の台湾作家——「皇民文学」のかたち・陳火泉」（『野草』1990 年８月） 
  ⑤『大日本帝国のクレオール』（2007 年 11 月、慶應義塾大学出版会） 






































































































































































































 80 年代以降、台湾文学史関連の書籍が出版業界を賑わした。80 年代後半の葉石濤が著し
た『台湾文学史綱』(台湾：文学界、1987)を皮切りに、90 年代『台湾新文学運動四十年』
（彭瑞金 1991 台湾：自立晩報社）また 2000 年以降、『台湾 従文学看歴史』（王徳威編著











































                                                        
















二、  陳火泉（1908-1999）と「道」（『文芸台湾』1943.7） 
1. 作家評価 

























































四、 李昂（1952-）、『自伝の小説』（1999 台湾：皇冠） 













































歴史記憶と女性の人生との絡み合いに注目する。」（劉亮雅 2002：P. 155） 







































2003 年 2 月、「台湾原住民族の戦没者の回顧祭祀に関する自己決定権を初めて主張する
                                                        










































                                                        






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































うもありがとうございました。                （文責＝編集部） 
 
日時 二〇〇七年九月二七日 一六時～一八時 



































































































































い頃 僕の手をひいて この坂を登る度 いつもため息をついた ため息つけば それで
済む 後だけは見ちゃだめと 笑ってた白い手は とてもやわらかだった いつかしら僕

















































































































































































































































































































                                            
１ 『나(私)』兪淑子訳、文学と知性社、2003年 
２ 莊正一 『공부(勉強)』（ランダムハウスコリア、2006）178ページ 
３  文明開化期から大韓帝国が日本に併合される1910年までに翻訳出版された文学関
連の書物95種のうち54種が日本語からなるものであった。（尹相仁「일본문학의 

























                                勝又 浩 
 
1 小説の「時代性」と「顔立ち」 


























































































































































































































  一 明治前後の社会文化的背景 
  二 翻訳文学と政治小説 
  三 『小説神髄』と『当世書生気質』 
  四 二葉亭四迷の『小説総論』と『浮雲』 
  五 硯友社と尾崎紅葉 
  六 幸田露伴と日本のロマン主義文学 
  七 森鴎外と夏目漱石 
第二章 自然主義文学と「私小説」の成立 
  一 フランス自然主義文学からの影響 
  二 日本自然主義文学の基本的状況 
  三 田山花袋の理論主張 
  四 島崎藤村『破戒』の基本的定義づけ 
  五 『蒲団』――日本の「私小説」の濫觴  
  六 田山花袋のその他の作品 
  七 その他の自然主義を代表する作家 
第三章 早期の様々な「私小説」論 
  一 久米正雄の「心境」理論 
  二 多様化論説および観念の対立 
  三 宇野浩二の「私小説」論 
  四 徳田秋声などによる「私小説」論 
  五 横光利一の「純粋小説論」 
  六 小林秀雄の『私小説論』 
  七 中村光夫の準理性詳述 
  八 尾崎士郎などの論点について 
第四章 代表的な「私小説」作家 
  一 「天生の自然派」――徳田秋声 
  二 広津和郎とその『神経病時代』 
  三 宇野浩二の小説風景 
  四 葛西善蔵と「私小説」の前近代性 
  五 嘉村礒多の小説の特徴と文学界の評価 
  六 短編小説の神様――志賀直哉 
  七 林芙美子と『放浪記』 
  八 太宰治――「破滅」及びその文体の特殊性 
 163
  九 「第三の新人」およびその「日常性」 
  十 三浦哲郎『忍ぶ川』の抒情的文体 
  十一「私小説」と中国の現代文学 
第五章 多面的見解および定義づけの試み 
  一 川端康成と三島由紀夫との相関的論説 
  二 大江健三郎の対立性およびその「私小説」論 
  三 勝山功の「私小説」論史 
  四 第二次世界大戦以後の「私小説」定義と評論 
  五 イルメラ・日地谷の「私小説」定義 
  六 様式の衰退と「自我」の問題 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  わたしは信じる、 
  わたしのこころの中に、 
  調和できないふたつの精神がある； 
  ひとつは神性、 
  ひとつは人性、 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































だ！ ……なにを恐れているんだ？ 永遠にこんな人生の奴隷になりたいのか？ おまえ
は善人になりたいのか？屁もひれないような意気地なし！化け物だって、よりつきゃしな


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ろいろな形態として表れた。自然主義は、特に 19 世紀末から 20 世紀初めに近代文学を確
立した文化圏で重要な意味を持つ。 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．「放浪」：1910 年 7 月に初出発表、1919 年 7 月に改訂版出版 
２．「断橋」：1911 年 1 月「毎日電報」に連載したが、同年 3月 1日新聞社が「東京日
日新聞」に買収されたことによって 3月 2日から「東京日日新聞」に連載、3月 16 日に
60 回で終了。1919 年 9 月単行本出版。 
３．「発展」：1911 年 12 月 16 日から「大阪新報」に掲載され、1912 年 3 月 25 日 100
回で終了。1912 年 7 月に出版されるが販売禁止。1920 年 7 月に改作・削除され出版。 




改訂。1920 年 5 月出版。 
 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１）三谷邦明編『近代小説の「語り」と言説』有精堂 1996.p.28  





平凡社 1992 参照。以下の部分はこの本を参照した。 
 
〔参考文献〕 








エーリッヒ・アウエルバッハ著 金禹昌他訳『ミメーシス』民音社 1979 
伊藤整他著 ユ・ウンギョン訳『日本私小説の理解』小花 1997 
小林秀雄「私小説論」『小林秀雄全集』第３巻 新潮社 1968 
 352
中村光夫「風俗小説論―近代リアリズム批判」『中村光夫全集』第７巻 筑摩書房 1972 
イルメラ・日地谷・キルシュネライト著 三島憲一訳『私小説―自己曝露の儀式―』平凡
社 1992 
















































富か貧弱か、啓発的か無効か、刺激的か愚鈍かということなのだ。              











































































































































































































































































































































































































の記』の翻訳（Footprints in the Snow）についての序説で記述しているように、蘆花でさえ、広範囲
 363
にわたるディケンズの社会描写を企てるには「いわば、いかにも日本的である、自分と自分を密接に取
り巻く関係の網の目に心を捉われ」すぎていた（p.30 注 40）。 
５．ここでの考察はエドワード・W・サイードの作品に負うものである。例えば、氏の Beginnings（山形
和美・小林昌夫訳『始まりの現象――意図と方法』法政大学出版局、1992 年）、特に第三章（「The Novel 
as Beginning Intention」）（邦訳「始まりを目指すものとしての小説」）の概説である、ナラティブ・
フィクションに関する項（p.81-94）とエッセイ The Text, the World, the Critic（山形和美訳『世
界・テクスト・批評』（法政大学出版局、1995 年 ）を参照されたい。 
６．森敦と高野悦子、『対談：文学と映画』（p.15-16）. 


















例えば、ヘイドン・ホワイトの The Fictions of Factual Representation を参照されたい。ホワイト
の論拠に関しては本書の第１章でさらに詳しく論じている。 
11．私はこの用語をノエル・バーチが To The Distant Observer で用いている意味において使用する（特
に p.68-70 を参照されたい。ここでバーチはこのコンセプトを歌舞伎劇場に当て嵌めている）。本論の
考察はバーチの分析に負う。 
12．Ralph Freedman,The Lyrical Novel,1 p.8 
13．前掲書, p.1 
14．例えば、The Anatomy of an Egyptian Intellectual における Miriam Cooke の概説を参照されたい。
ここでは重要なアラブの作家（この場合は Yahya Haqqi）の物語を単一のカテゴリーに割り当てること






前掲書. p.147 注 4 を参照されたい。 
15．Edward Seidensticker,Kafu
-








カリフォルニア大学アーバイン校教授。著書には、The Rhetoric of Confession （The 
University of California Press,1998 ） の 他 に San'ya Blues: Laboring Life in 
Contemporary Tokyo  (Cornell University Press, 1998)（ 川島めぐみ訳『山谷ブルース
寄せ場の文化人類学』洋泉社、1998、後に新潮OH!文庫、2002）『山谷崖っぷち日記 』（大
山史朗著、TBSブリタニカ、2000）の翻訳、A Man with No Talents: Memoirs of a Tokyo Day 
Laborer (Cornell University Press, 2005)などがある。 
 
訳者附記 
 本論は１９８８年にカリフォルニア大学より出版されたTHE RHETORIC OF CONFESSION―
Shisho
－
setsu in Early Twentieth-Century Japanese Fiction,Introduction Presentation 



















2006（平成 18）年度 ～2007（平成 19）年度科学研究费辅助金（基盘研究（C）） 
研究成果报告书 《内容一览》 
序                                                                        胜又浩 
 
1 亚洲的〈私小说〉—— 认识・实作・研究—— 
・中国 韩国的〈私小说〉认识                            彭丹・姜宇源庸・梅泽亚由美 
台湾的〈私小说〉认识——结合中・韩・台的调查结果                      梅泽亚由美 
关于日中〈私小说〉的绪论——以〈私〉的概念差异问题为核心               魏大海 
韩国〈私小说〉的认知和翻译                             李汉正 
韩国的私小说——解放后的历程                                            姜宇源庸 
2 从言语比较中看〈私小说〉 
日中〈私小说〉言语比较——以《在城崎》为基点                杨伟 
从日韩言语比较看〈私小说〉——以志贺直哉的《在城崎》为视点       梅泽亚由美 
3 亚洲的〈我〉的表达方式 
鲁迅自我小说中的〈我〉                            彭丹 
中国的〈个人化写作〉——以〈告白〉的手法为核心               丁妮娅 
〈卫慧私小说〉中的〈我〉的表达方式——卫慧《上海宝贝》          大西望 
安怀南的《香》《故乡》——私小说和身边小说之间                安英姬 
〈我〉这一表达方式的黎明——以杨逵的《送报人》为视点           渡边贤治 
作为〈皇民〉的狂信的自我证明——陈火泉《道》的口是心非的精神         齐藤秀昭 
台湾出生者的苦恼——邱永汉《浊水溪》的场合               山中秀树 
关于李昂的《自传的小说》                         山根知子 
〈我〉能超越国家主义吗——围绕《台湾文学》——               李文茹 
新加坡的自传                               松下奈津美 
4 语言・文化・社会与〈私小说〉 
访谈 记忆和沟通                               申京淑 
语言与远近法                                杨天曦 
〈私小说〉这一意识形态                           尹相仁 
亚洲的〈私小说〉                             胜又浩 
5 翻译资料・海外的〈私小说〉研究著作 
魏大海《私小说——20 世纪日本文学的〈神话〉》              金子和子译 
安英姬《日本的私小说》                        梅泽亚由美译 
EDWARD FOWLER《告白的修辞学——20 世纪初期的日本私小说》 
绪论  私小说的现象和表象                         伊藤博译 
 




2006년도~2007년도 과학 연구비 보조금 (기반 연구(C)) 
연구 성과 보고서 《내용 일람》 
 
서문                                     가츠마타 히로시 
 
1. 아시아에서의 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」――인식・실작・연구―― 
중국과 한국에서의 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」인식        피엔단・강우원용・우메자와 아유미 
타이완에서의 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」인식 
――중국, 한국, 타이완 앙케트 결과를 종합하며――           우메자와 아유미 
일본, 중국의 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」에 관한 제론 
――「와타시」개념의 차이 문제를 중심으로――              웨이다하이 
한국에서의 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」인지와 번역                    이한정 
한국의 와타쿠시쇼세츠 ――해방 후의 도정――                      강우원용 
 
2. 언어 비교로 보는 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」 
중・일 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」 언어 비교――『기노사키에서』를 기점으로――      양웨이  
한・일 언어 비교로 보는 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」 
――시가 나오야『기노사키에서』를 시좌로――             우메자와 아유미 
 
3. 아시아의 <와타시> 표현 
루쉰의 자아 소설 속의 「와타시」                             피엔단 
중국의 「개인화 사작」――「고백」이라는 수법을 중심으로――               딩니야 
「웨이휘 와타쿠시쇼세츠」의 「와타시」표현――웨이휘『상하이 베이비』――     오니시 노조미 
안회남 『향기』『고향』――와타쿠시쇼세츠와 신변소설의 사이――             안영희 
<와타시> 표현의 여명기――양쿠이「신문배달부」를 시좌로――           와타나베 겐지 
「황민」으로서의 광신적 자기 증명 
――천훠취엔『길』에서의 면종복배 정신――             사이토 히데아키 
타이완에서 태어난 자의 고뇌――규에이칸「탁수계」의 경우――          야마나카 히데키 
리앙의 『자전 소설』에 대하여                           야마네 도모코 
「와타시」는 내셔널리즘을 넘을 수 있을까? ――「타이완문학」을 둘러싸고――       리웬주 
싱가포르의 자전                                마츠시타 나츠미 
 
4. 언어・문화・사회와 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」 
인터뷰 기억과 소통                                    신경숙 
말과 원근법                                       양텐씨 
「와타쿠시쇼세츠」라는 이데올로기                            윤상인 
아시아 속의 와타쿠시쇼세츠                           가츠마타 히로시 
 
5. 번역자료・해외의 「와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠」 연구서 
웨이다하이 『와타쿠시쇼세츠/시쇼세츠――20세기 일본문학의 「신화」』      가네코 와코 역 
안영희 『일본의 사소설』                          우메자와 아유미 역 
에드워드 파울러 『고백이라는 레토릭――20세기 초기 일본의 시쇼세츠』 
서론 : 시쇼세츠에서의 현상과 표상                        이토 히로시 역 
 




＊“사소설”을 일본어로는 “와타쿠시쇼세츠” 혹은 “시쇼세츠”로 읽는다. 때문에 본 잡지에서는 이 두 
가지를 병기하고, 각 논문 제목은 집필자의 의견을 따랐다. 
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